
　
毎
年
冬
が
近
づ
く
こ
ろ
、
絶

滅
危
惧
種
の
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ

ギ
が
津
屋
崎
の
干
潟
に
飛
来
し

ま
す
。
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
の

エ
サ
場
と
な
っ
て
い
る
干
潟
に

は
、
ほ
か
に
も
多
く
の
鳥
が
休

息
や
摂
餌
の
た
め
に
飛
来
し
ま

す
。
夏
の
津
屋
崎
祗
園
山
笠
の

こ
ろ
に
は
、
和
製
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
と
呼
ば
れ
る
ハ
マ
ボ
ウ
の
花

が
干
潟
の
周
り
を
黄
色
く
彩
り

ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
に
生
物
の
生
息
・

生
育
の
場
と
し
て
重
要
な
干
潟

環
境
を
、
市
と
市
民
が
「
干
潟

み
ま
も
り
隊
」
を
結
成
し
て
保

全
し
て
い
ま
す
。

　
月
１
回
の
例
会
で
は
、
希
少

な
塩
生
植
物
の
保
護
の
た
め
、

漂
着
ご
み
の
回
収
や
、
植
物
に

関
す
る
看
板
の
設
置
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
ご
み
回
収
の
活
動

は
、
企
業
と
協
力
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　
環
境
を
保
全
す
る
に
は
継
続

▲協力して干潟のごみを集める干潟みまもり隊

さ
い
。

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
、
粗
大

ご
み
は
有
料
化
し
、
自
宅
の
前

に
出
す
戸
別
収
集
と
な
り
ま
す
。

粗
大
ご
み
は
地
域
分
別
収
集
会

場
や
公
設
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
出
せ
な

く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

環境
掲示板
環境
掲示板
　市ではSDGsの考え方を踏まえた
環境保全に取り組んでいます。この
コーナーでは、市民の皆さんの生活
に身近な、ごみや動物、環境に関す
ることをお知らせします。

問い合わせ　
市うみがめ課☎62・5019

干
潟
み
ま
も
り
隊
の

隊
員
を
募
集

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
干
潟
み
ま
も
り
隊
で
は
現

在
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
干
潟
環
境
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
活
動
に
、
と
も
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ

る
人
は
市
う
み
が
め
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
ご
み
の
出
し
方

は
、
通
常
と
は
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ

せ
つ 

じ

令
和
５
年
７
月
か
ら

粗
大
ご
み
の
有
料
化
・

戸
別
収
集
を
開
始

年
末
年
始
の
ご
み・し
尿

休
み
の
お
知
ら
せ

年末年始の ごみ収集・し尿くみ取り

※その他詳しくは、ごみの出し方パンフレット、広報折り込みカレンダー、市公
　式ホームページなどをご覧ください

燃やす
ごみ収集
※１月2日（月）

〜
１月４日（水）は

休み

分別収集

収集場所
公設分別ステーション
剪定くず・草ステーション
古紙・古着倉庫

年末最後の収集
 12月24日（土）
 12月24日（土）
 12月27日（火）

年始最初の収集
 １月８日（日）
 １月14日（土）
 １月５日（木）

し尿
くみ取り

業　者
林田産業

津屋崎サニタリー

年末最後の収集
 12月28日（水）
 12月29日（木）

年始最初の収集
 １月４日（水）
 １月４日（水）

自己（直接）
搬入

搬入場所
古賀清掃工場
本木不燃物処理場

年末最後の収集
 12月28日（水）
 12月28日（水）

年始最初の収集
 １月４日（水）
 １月10日（火）

    地域（曜日）
月・木
火・金
水・土

年末最後の収集
 12月29日（木）
 12月30日（金）
 12月31日（土）

年始最初の収集
 １月5日（木）
 １月6日（金）
 １月7日（土）

堆
肥
で
育
て
た
新
鮮
な
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
ト
マ
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

　一
般
社
団
法
人
く
ら
げ
れ
ん
ご

う
の
ご
協
力
で
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
利
用
し
た
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　上
西
郷
川
日
本
一
の
郷
川
を
め

ざ
す
会
の
ご
協
力
で
、
上
西
郷
川

の
多
様
な
生
き
物
の
展
示
や
、
子

ど
も
た
ち
に
図
鑑
と
バ
ッ
ジ
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　津
屋
崎
山
笠
保
存
会
の
ご
協
力

で
「
津
屋
崎
祗
園
山
笠
〜
未
来
へ

つ
な
ぐ
伝
統
文
化
」と
題
し
、津
屋

崎
地
区
で
3
0
0
年
以
上
続
く
山

笠
の
歴
史
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

展
示
を
開
催
。明
治
か
ら
現
在
ま

で
の
飾
り
付
け
の
変
遷
や
、
昭
和

中
期
に
一
旦
中
断
さ
れ
な
が
ら
も

有
志
に
よ
っ
て
復
活
を
遂
げ
た
歴

史
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
を
、
精
巧

に
作
ら
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
山
笠
と

共
に
展
示
し
ま
し
た
。

　このコーナーでは、持続可能で、
誰もが幸せなまちづくりの実現に役
立つ情報を掲載しています。
問い合わせ
市まちづくり推進室☎43・8121

のまちづくり
みんなで取り組もう

幸せ

サ
ス
テ
ナ
フ
ェ
ス
2
0
2
2
を
開
催
し
ま
し
た

▲説明を聞きながら上西郷川の生き物を真剣に見つめる来場者

　10
月
31
日
か
ら
11
月
6
日
に
か

け
て
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
津
で
サ

ス
テ
ナ
フ
ェ
ス
2
0
2
2
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
イ
オ
ン

モ
ー
ル
と
福
津
市
の
共
催
で
し
た

が
、
今
年
は
宗
像
市
も
仲
間
入
り

し
、
３
者
で
の
共
催
と
な
り
ま
し

た
。
両
市
内
の
小
学
校
や
事
業
所

の「
持
続
可
能
＝
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
、
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　市
内
小
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
み
ん
な
の
S
D

G
s
」
と
題
し
て
展
示
発
表
を
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
食
品
ロ
ス
、

身
近
な
海
や
川
な
ど
の
自
然
環
境
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
の
研
究
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
工
夫
し
た
展
示
内

容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　令
和
4
年
1
月
に
「
S
D
G
s

宣
言
」
を
し
た
株
式
会
社
林
田
産

業
の
ご
協
力
で
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

福
津
で
出
た
生
ご
み
か
ら
で
き
た

み
ん
な
の
S
D
G
ｓ

野
菜
マ
ル
シ
ェ

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

上
西
郷
川
の
い
き
も
の
図
鑑

ミ
ニ
チ
ュ
ア
山
笠
と

写
真
展
示

　このコーナーでは悪質商法や商品事故など実際
に起きている、消費生活における問題事例を紹介
しています。消費者被害は決して他人事ではあり
ません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩まず、
ぜひ相談してください。

●父が亡くなり、通販サイトを解約したいが、IDやパ
スワードが分からないのでログインできない。
●生前、夫が投資していたネットの株取引を見たいが、
スマホのロック解除ができない。

　「デジタル遺品」とは、デジタル環境を通してしか
実態がつかめない遺品のことです。遺族は「IDやパ
スワードが分からず、定期購入や月額制のサービス
を解約できない」「ロック解除ができず、端末内の電
子マネーやネット取引の状況が把握できない」など
の問題が発生します。生前整理として、端末のロッ
ク解除方法、退会が必要なサイトの IDやパスワー
ド、ネット関連の金融資産などを書いて、家族に分
かるようにしておきましょう。もしものときは、手
続きについてまず契約先に確認しましょう。
問い合わせ　市消費生活相談窓口☎43･8106（毎週月曜
･水曜･金曜日の午前9時～午後4時）
※県消費生活センター☎092･632･0999 でも、随時相
　談を受け付けています

デジタル遺品を知っていますか？相談事例

生前整理でリストを作成！アドバイス

消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例

冬の地震から火災を防ぐポイント

問い合わせ　市防災安全課☎43・8107

　もしも突然の集中豪雨に襲われたら・・。もし
も大きな地震が起きたら・・。あなたや家族は大
丈夫ですか。発生時間が夜中や通勤中だった場合
はどう行動しますか。被害を減らすためには、災
害を正しく理解し、備えることが大切です。

　ストーブなどの暖房機器の周辺は整理整頓して、
可燃物を近くに置かないようにしましょう。また、
住宅用の消火器や火災報知器を設置し、使用方
法について確認しましょう。

　停電中は電気器具のスイッチを切るとともに、
電源プラグをコンセントから抜き、石油ストーブな
どの器具からの油漏れの有無を確認しましょう。

　ガス機器・電気器具や石油器具の使用を再開
するときは、機器に破損がないことや近くに燃え
やすいものがないことを確認しましょう。再通電後
は、しばらく電気器具に煙が出ていたり、臭いがし
たりするなどの異常がないか注意を払いましょう。

持
袋 福津防災 備えあれば

憂いなし！

事前の対策

地震直後の行動

地震発生からしばらくしての行動

広報ふくつ15




